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多 か っ た 。

【結 　 語 】 筋 組 織 内 のPGA糸 はmyogeninお よ び

MHC-developmentalの 出 現 期 間 に 影 響 を与 え な

い が,実 験 後3日 のmyogenin数 お よ び 実 験 後5

～14日 のMHC-developmental数 は 増 加 す る 傾

向 が み られ,PGA糸 が 吸 収 ・消 失 す る ま で 筋 線

維 は 細 く,タ イ プ2C線 維 の 出 現 率 が 高 い 傾 向 が

あ る。

　 1)PGA(Polyglycolic　 acid)糸 の分解吸収に

伴 う筋線維への影響
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【目　 的】合成吸収糸であるPGA糸 は加水分解に

より体内に吸収 されるため筋肉縫合 に多く用いら

れているが,筋 組織の形態や機能回復に及ぼす影

響は詳細に検索 されていない。そこで ラッ ト顎二

腹筋の筋束内にPGA糸 を埋没 し,分 解 ・吸収す

るまでの周囲筋組織の変化を観察するとともに筋

組織の形態および機能的な変化を経時的に検索 し

た。

【材料 と方法】生後8～10週 齢の雄Wistarラ ッ ト

の顎二腹筋前腹 を明示,筋 肉の走行 と平行に縫合

糸を埋没 した。実験群 はPGA糸 群 にバ イオ シンR

を,非 吸収糸群にサージプロRを使用,縫 合針 と

縫合糸 を貫通 させ非埋没群として比較検討 した。

観察期 間は実験後3～112日 とした。酸フォス

ファターゼ染色(以 下ACP染 色),　ATPase染 色,

抗myogenin抗 体 染 色,抗MHC-developmental

抗体染色 を行った。 また筋細胞の太 さをデジタル

マ イ ク ロ ス コ ー プ 解 析 ソ フ トMotic　lmage

Plus2.2　sを 用いて分析 した。

【結　果】PGA糸 周囲の筋組織 には,他 の群 に比

べACP活 性 が長期 にわたり広い範囲に認め られ

た。すべての実験群において,抗myogenin陽 性

核 は 実 験 後3日 を ピ ー ク に,抗MHC-

developmental陽 性細胞は実験後5日 をピークに

出現 してお り,実 験後28日 以降はどちらの染色

もほとんど陽性反応は認められなか った。PGA

糸周囲の筋線維は,他 の群に比べ正常な筋線維の

太さになるまでに長期間 を要 し,実 験後84日 ま

で有意差 が認め られた。タイプ2C線 維は非埋没

群で実験後7日,PGA糸 は実験後14日,非 吸収糸

は実験後5日 に最 も高い出現率 を示 した。PGA

糸群は実験期間 を通 じて タイプ2C線 維の出現が


